
９．飼料の作付情報
自己所有地
契約栽培地

作付情報(Step1)
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原則＜方法２＞で入力
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作付情報(Step1)



＜方法２＞あらかじめアップロード用Excelファイルにデータを入力し、アップロードする。

表にデータが反映されたことを確認

アップロードファイルの作成方法は、アップロードファイル様式の記載例を参照
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注意！
繰り返しアップロードすると同じデータが
重複して入力されます。
アップロードし直す場合は、表の全ての行
を削除してから行ってください。

作付情報(Step1)



・アップロードした場合は、保存不要
・直接入力した場合やアップロードし
た後に修正した場合は保存が必要

有機飼料の取組を行う作付地
は、「有機」を選択

ア）自己所有地等における飼料作物の作付状況（取組B、C、D共通）
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作付情報(Step1)



自己所有地の面積が自動計算されるため、間違いないか確認する。

①自己所有地等の面積：取組B（スラリーの土中施用、草地のピンポイント更新）で利用
②自己所有地等の２作目面積：二期作や裏作の面積。基準面積に算入されます。
③自己所有地等作付延べ面積（①＋②）：取組B（肥料削減、農薬削減、不耕起栽培、消化液の利用
等）で利用

① ②

③
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作付情報(Step1)



イ）契約栽培地における飼料作物の作付状況（取組B、C、D共通）

契約栽培がない場合は、
1行目だけこの作業を

行う

有機飼料の取組を行う作付地
は「有機」を選択

契約栽培地の情報を入力した行
は、全てこの作業を行う

アップロード対象外の項目

契約書有り
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作付情報(Step1)
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例：契約栽培をしない場合

②以降の項目は入力しない

②以降の項目はアップロードファイルから反映される

例：契約栽培をする場合

リストから
選択

選択

作付情報(Step1)

1行のみこの作業を行う

契約栽培地を入力した全
ての行についてこの作業
を行う



契約栽培地の面積が自動計算されるため、間違いないか確認する。

「作付土地の面積」及び「飼料作物作付延べ面積」が自動計算されるため、
間違いないか確認する。

①自己所有地等の面積（例：1,460アール）
＋④契約栽培地の面積（例：60アール）

④ ⑤

③自己所有地等の作付延べ面積（例：1,580アール）
＋④契約栽培地の面積（例：60アール）
＋⑤契約栽培２作目面積（例：０アール）

基準面積の確認に利用
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作付情報(Step1)



実施計画(Step2)

選択したメニューの取り組み内容の入力に進む。

取組Bの実施の有無を選択する。
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＜基本取組＞
① 放牧の実施
② 飼料作物の不耕起栽培
③ 消化液の利用
④ 化学肥料の削減

＜特認取組＞（酪農経営者のみ）
① 国産副産物の利用
② スラリーの土中施用
③ 農薬使用量の削減
④ 草地のピンポイント更新技術の活用

「申請内容」で選択✔した２つ取組について
実施計画を入力
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実施計画(Step2)



実施計画

＜基本１＞放牧の実施

申請者が他の経営者Aから牛を預かっており、その経営者Aが預託で放牧
の取組を申請する場合は、預かった牛は申請者の放牧対象牛から除外さ
れます。該当する牛がいる場合は、頭数を入力。

預託で放牧に
取り組む場合に頭

数を入力

算出

※
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※放牧計画を作成するにあたり、自身で把握している頭数を
記載。ただし、放牧対象牛数の確定値は、牛個体識別情報に
基づき審査結果とともに通知されるため、審査結果通知を受
領したら確定頭数を確認すること。



この例では、
３５頭＝１０＋３０ー５

預託契約書と照合できる名称を入力
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実施計画(Step2)



＜基本２＞不耕起栽培

自動で計算される作付割合を元に、
取り組み対象を選択する

２作目も含む

※1 単年生飼料作物の作付面積÷自己所有地の飼料作物作付延べ面積×100

※2 永年生飼料作物の作付面積÷自己所有地の飼料作物作付延べ面積×100

※1

※2

それぞれの
作付け面積
を入力

続く
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実施計画(Step2)



「０」がないとエラー
となるため注意

※3

※4

※3 不耕起栽培の実施面積÷単年生飼料作物の作付面積×100

※4 簡易更新の実施面積÷永年生飼料作物の作付面積×100
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実施計画(Step2)



16

50％以上

10％以上
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実施計画(Step2)



10％以上
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実施計画(Step2)



＜基本３＞消化液の利用

※ 消化液の面積÷自己所有地等の面積×100

※

50％以上

例：自己所有地等の面積が1.460アールの場合
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実施計画(Step2)



＜基本４＞化学肥料の削減

作付情報を元に牧草及びデントコーン等の作付延べ面積を入力

例：デントコーン等の作付け
割合が20％以上

自動で作付割合が表示される

※1 牧草の作付け延べ面積÷自己所有地の作付延べ面積×100

※1

※2

2作目含む2作目含む

※2 デントコーン等の作付け延べ面積÷自己所有地の作付延べ面積×100

続く
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実施計画(Step2)



選択していない飼料作物は入力不要

例：デントコーンを選択した場合

30％以上 何を基準としたか
分かるように明記
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実施計画(Step2)



これ以降は、特任取組です。肉用経営者の方及び特任取組を選択していない酪農経営者の方は、
実施計画（Step3）４５ページへ進む。
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実施計画(Step2)

酪農


